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協働のまちづくりフォーラム 
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会場：日本現代詩歌文学館 
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１．開会 

 

２．あいさつ 

 北上市企画部 八重樫民徳 

 

地域貢献フォーラムは今回で3回目の開催をする

ことができました。 

本日、株式会社一ノ蔵 代表取締役名誉会長の淺

見紀夫先生を講師にお招きしまして、「地域と企業の

連携による地域おこし」と題し、ご講演を頂きます。 

表題にありますように、今日企業の皆様方による

地域貢献活動が大変注目されて参りました。企業と

地域住民との連携による協働の考え方、今日の地域

の在り方に大きな変化をもたらしてきたと思ってお

ります。 

特にも、私どもの北上市は企業誘致を積極的に行

い今日の発展に繋げて参りました。たくさんの企業

の皆様に今日の北上市のまちづくりを支えていただ

いております。 

各地域での社会貢献の活動によって、市民の安全

安心、環境美化清掃、環境保護、人材育成などさま

ざまなかたちで豊かな地域づくりにご尽力を頂いて

参りました。 

私どもはこのような企業の皆様の社会貢献活動

に、感謝と敬意の気持ちをささやかながらも表すた

めに、功績賞を設けさせて表彰させていただくこと

に致しました。 

本日、３回目の表彰式となりますが、今後とも協

働地域貢献のもと、変わらぬご支援を賜りますよう

にお願い申し上げます。 

終わりに、各社皆様方におかれましては 益々の

ご発展されますことを申し上げ、終わりにしたいと

思います。本日は誠にありがとうございました。 

 

３．基調講演 

「地域と企業の連携による地域おこし 

ー発酵産業によるまちづくりー」 

講師：淺見 紀夫 氏 

株式会社一ノ蔵 代表取締役名誉会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○はじめに 

ただ今ご紹介に頂きました、一ノ蔵の淺見紀夫と

申します。今日はこの大変すばらしい会に招いて頂

きまして大変ありがとうございました。お役に立て

るかわかりませんが、所作して頂きます。 

一ノ蔵は、昭和 48 年（1973 年）4 蔵で企業合同

してつくった会社ですから、この業界ではまだ 37

年とい創立年数では「0」が1個尐ないというくらい

の歴史でございます。その会社をつくる時に、大変

岩手県にお世話になりました。といいますのは、44

年に自主流通米製造というお米の流通が変わりまし

て それから酒屋の我々が自由競争という規制緩和

に入っていくわけですが、その時に企業合同を起こ

しなさいというのが国の政策でした。それを積極的

に進められたのが岩手県の酒造学者でありました。

華々しく各地域で企業合同や共同施設をつくってお

りました。その旗を振っておりました方が高蔵の酔

仙酒造株式会社の当時、水野さんという社長さんで

した。岩手県酒造組合の会長を務めたりもしました。



宮城県は何をやっているんだと勉強会で叱られ、そ

れをきっかけになり 我々もやろうとはじまったの

が「一ノ蔵」ということでございます。 

ＮＰＯとかいろいろの関係のところとのお付き

合いを結果として一緒にやることになりましたが、

私自身あまり積極的に立ちあがることはないのです

が、今までの経験を通しまして若干でもお役に立て

ればと思ってやっています。 

私自身はもともと酒造メーカーで、戦前は駅前で

酒をつくっておりました。戦災にあいました。戦前

のブランド名がいろいろありましたが、「元気正宗」

といいあまり情緒ある名前ではありません。戦災に

あい、全焼しましたので昭和30年に復活して 今の

泉区というところに新たに蔵を建て直しまして、昭

和48年に一ノ蔵というのが歴史の辿りになります。

それではお手元の資料の順に従えながら一緒に画像

を見て進めてまいりたいと思います。 

 
○一の蔵の設立 

一ノ蔵はお酒のメーカーですから、農村といろい

ろと関係がありましたので、そのへんの考え方や片

方で各地にあった醸造醗酵産業がどんどん衰退して

いく結果、農村の需要減尐と繋がってきているとい

う話をしたいと思います。 

これからこの世の中、どのように一ノ蔵が進んで

いくのか、あるいは地域連携など今進めていること

もありますので、そういうことを話させていただこ

うかと思っています。食に絡むところというのは、

企業や農家と一緒にやっているだけではダメで、私

達の普段の食生活も実は変わらないと難しいという

ふうに考えていて、社会運動的なことも一緒にやっ

ていかないと難しいのかなとその話をさせていただ

きます。 

 

○設立と社会背景 

一ノ蔵は48年に設立致しました。松本酒造店（松

山）、桜井酒造店（矢本）、勝来酒造（塩釜）、浅見商

店（仙台）の4蔵で設立しました。当時、私はまだ

結婚する前で27歳でした。現在は大崎市になりまし

たが、旧松山町に今所帯を持っております。もうひ

とつ蔵がありまして、金龍蔵であります。ご縁があ

りまして非常に小さな蔵ですが、手づくりでいいお

酒をつくっていたというのがありまして、この蔵を

借りてうちの酒を仕込むということです。本社蔵と

金龍蔵は全く好対照の蔵でありまして、本社蔵は地

元の社員だけで現在、10カ月程年間稼働していると

いう仕組みです。金龍蔵は岩手の杜氏さんだけで冬

場だけ仕込む、従来の仕込みをそのまま使用して高

級酒だけを製造するといったかたちでやっておりま

す。 

時代としては高度成長期ずっと続けていた時、昭

和39年の東京オリンピック、昭和45年の万博、そ

ういう中でずっと日本の経済高度成長を続けてきて

その時に、工場はそれまでは地方から金のたまごと

称して、中学校・高校生を卒業と同時に中心部工業

地帯に呼んで就職していたのですが、地方に工場を

分散してきたのが時代の流れです。その流れと農業

の不振というのが、オーバーラップするような感じ

ではないかなと思います。 

大きな意味では、日本の経済が工業生産的な仕組

み図の大量生産、大量消費に変わってきた。 

例えば大手食品メーカー、ビール・日本酒も含め

てそうですがどんどん出てきました。醤油メーカー

など寡占化していくという時代でもありました。全

国どこでもそのブランドの味を味わうことが出来て

きたのがこの時代でありました。 

一迫金龍蔵、築館から西に入ったところです。冬

場３ヶ月間程しか仕込まないという蔵です。松本本

社蔵は９月に始まり６月いっぱい酒造りをして、７



月半ばから８月は夏休みということになります。 

 

○地方醗酵産業の衰退 

農村の農地がどんどんなくなってきている。宮城

県にいても工業用地で全部が田んぼをつぶすわけで

はないのですが、工場団地をつくって逆に農業する

場所がどんどん狭まってきていく。  

市街化区域、調査区域の拡大があり、だんだん人

が住み、商業が進出し、これも農業が狭めていく要

因になっている一つかなと思います。  

醸造産業、醗酵産業が淘汰されていったわけです。

食品関係が集中していき、地方の小さな醗酵産業が

どんどんなくなってきていて、これが一番、農業の

活性を削いだ大きな原因かなと、一ノ蔵をつくった

時に議論したテーマでもありました。逆にいうと、

原料供給を地元でし、醸造醗酵産業を地方で頑張れ

ば農業振興につながるのかなと思います。 

北上市は９万３千人と聞きました。大崎市も１３

万人程ですが、５年前に合併を1市6町でしまして、

面積は非常に広いのですが、だいたい土地の民有化

課税地の中の半分が山林で４割が農地、残りが１割

宅地、工場そういうようなことですから、ほとんど

農村地帯ということです。やっぱり農業の振興に力

を注いでいかないとと思うわけです。それからする

と、北上市は自動車産業とかいろいろな産業がたく

さんあり、農業の活性化というよりも逆にまちの活

性化というものはすばらしいものがあるなと思って

おります。 

 

○関係する微生物 

醸造醗酵産業と簡単に申し上げましたが、いろい

ろあります。 

お酒はお米が原料で、麹菌、酵母でアルコールに

するわけです。焼酎は米焼酎、麦焼酎、芋焼酎、雑

穀というようないろいろな原料があり、同じく麹菌

を使って酵母を使って蒸留にするわけです。ワイン

は、原料はぶどうを使いますがこれは糖分がありま

すから、酵母だけで済むわけです。酵母は自然界に

たくさんあり、ぶどうを潰しほっとけば醗酵アルコ

ールになる。醗酵としては非常にシンプルなお酒に

なります。 

味噌・醤油も同じです。地域によって違いますが、

基本的には大豆、小麦か米かです。これも麹菌で倒

潰してタンパクを分解する。乳酸菌がからんでいっ

て独特の風味がする。酢も醗酵食品です。酢の原料

はお酒です。お酒は何でもいいんです。日本酒でも

いい、ビールでもいい、ワインでもいい。酢酸菌と

いう同じ酸っぱさでも、乳酸菌、酢酸菌の２種類が

あります。これ 

で酢になるということです。 

麹カビで、鰹節の本枯れ節という緑色のカビみた

いなけずる方ですね。あれは鰹を煮て、干して、種

つけし麹菌を生やすいんですが、これも種類として

は日本酒で使うような麹菌の親戚のカビなのです。

このカビを繁殖させることによって鰹の中の身のタ

ンパク質をアミノ酸にうまみに変えていく。麹菌を

繁殖させる時に水分を必要としますから、魚の中の

鰹の中の水分をどんどん吸収させて 世界で一番堅

い食べ物にするわけです。 

その他、ヨーグルトは牛乳、やぎの乳などいろい

ろありますが、これは動物性の乳酸菌でつくる。同

じ乳酸菌でも伝統的な醗酵でつくる漬物の場合は、

植物性の乳酸菌でつくる。納豆は大豆からつくりま

すが、世界で最強の菌ということで私達は毛嫌いし

ている菌です。昔は原料のほとんどが全部、地場調

達していたわけです。ですから、地域には相当需要

があったわけです。 

 

○醗酵産業の変遷 

昔から醸造醗酵産業が地域にありましたから、地

域で農産物の生産をしていたということですが、そ

れが高度成長期時代に大手企業がどんどん寡占化さ

れていきましたので 原料調達がその地域でなくな

ってしまったわけですね。 

例えば北海道で調達する、価格のことがあり輸入

に切り変えることで日本の農業が厳しい原因をつく

っていった。ただ全てのものがそうではなくて、今

でも残っているのは味噌なんですね。味噌はたくさ



ん種類がありまして、我々の地元では仙台味噌があ

りますが、これは米の赤味噌。たくさんの塩を使用

し、長期熟成するので赤くなる。麦白味噌というの

は、あまり塩分を使わないで仕込む。あまり熟成さ

せない。これは甘さの特徴があり、すぐ食べてしま

う。麦麹味噌、同じように塩分を使わず熟成させな

い。麦赤味噌は塩分を使って熟成させ色が付いてし

まう。例外的なものは、豆赤味噌。豆だけの麹で仕

込む。こういうかたちですと、大手メーカーがなか

なか出づらいというところがあります。地域、地域

で大手メーカーが出ている。そのメーカーで地場産

を使えば農産物も生産が上がるというわけです。 

一方、お酒について申し上げますと、戦後 規制

緩和で自由化されたことも含めて、お酒メーカーが

地方から姿を消してしまっています。全国で 1955

年から昭和30年、その時が戦後一番ピークだったの

ですが、4000場越えて酒屋があったのが、2008年で

1800場。一番新しいデータの2001年の場合1300場

というふうに減ってきている。1/3 に減ってきてい

る。宮城県の場合は、70 場が 30 場に減ってきてい

ます。岩手県は22場か23場。これは廃業等もあり

ますが、共同化しているようです。一ノ蔵は4件が

集まって 1 件になるので、3 件減るといったような

かたちです。逆に味噌醤油について調べてみました

ら、宮城県では1947年昭和22年 228場組合員数が

あったそうですが、現在、50場。これだけ醸造醗酵

産業が姿を消しているというわけです。 

 

○手づくり適量生産と高品質酒への特化 

一ノ蔵はそういう中で、醸造醗酵で我々が頑張っ

て農業の活性化で進行をしようとはじめました。大

手メーカーさんと同じようなことをやっていたので

は難しいというので、差別化をいろいろ考えました。

一つは南部杜氏流の手づくり伝承で、手づくりのお

酒をつくっていこう。南部杜氏さん方に10人位の蔵

人の方々にお手伝いをしてもらいました。 

現在、金龍蔵で仕事をして頂いているのは紫波町

の方です。本社蔵で一番最後に努めていただいたの

が、花巻市出身の方でその前が北上市出身の方と、

我々は代々、岩手にお世話になっています。なかな

か後継者不足ということで、今、本社蔵は 100％は

地元の人間です。 

もう一つは手づくり適量生産。手づくり技術を活

かす時には、生産ロットをあまり大きく出来ない。

ぎりぎり管理出来る量ということで、3,000 キロ。

白米を3トンというのが最終的に仕込むのが限界か

なということでやっています。大手蔵産業では工業

生産的にお酒をつくる技術を開発されている。何十

トン仕込みもつくるというのが普通です。 

現代の製造方法としては、伝統方式という伝統的

な方法、これは一ノ蔵でもやっている方法です。 

それから、伝統省力化。伝統的ではあるけれども、

麹作りとかで前方の仕事がありますので小さい規模

では人の対応が出来ないというのがあり、ここだけ

は、コンピューターで麹の管理でやってもらう。基

本的には伝統的な方法です。 

それから、工業生産式。工業生産方式は、だいた

い大手産業ではこの方式をとっておりますが、我々

はお米をそのまま蒸かし、麹をつくりますが、これ

は工業生産的には非常に効率が悪いわけですね。そ

れで技術革新がありお米を全部粉にしてしまう。粉

にしお湯で煮て、おも湯の前の状態です。酵素剤と

いう液化酵素でおも湯状にして甘い汁にし、そこに

酵母を入れて液化してしまう。現在販売されている

パックのお酒は全部そのような生産方式でやってい

ると考えて頂いていいと思います。ですから、あの

くらいの価格の差が出てくる。うちのお酒の一番リ

ーズナブル商品のお酒と比べても、1/2.5 くらいの

価格になっています。 

アルコールメーカーですが、醗酵食品も面白いか

らやってみようということで現在あま酒もやってお

ります。年間販売しております。もともと夏場も飲

まれていた飲料ということもあり、市場をもう一回

見直してやってみようかと思っています。 

 

○地酒専門販売チャネルと顧客接点重視 

そういうことをうちの会社だけでやれるわけで

なくて、いろんな方々と多様な情報ネットワークを



得たり、勉強しながら商品開発をしながらやってき

ました。 

ひとつは良い食品づくりの会です。食品の異業種

交流勉強会であります。 

これが一番のメインでありますが、日本名門酒会

という、各地のおいしいお酒だけを集めて販売する

ネットワークがあります。ちょうど一ノ蔵をつくっ

て間もなく出来た組織のネットワークですが、これ

に早速入らせて頂きました。現在、地酒蔵専門店だ

けで全国600店程あります。また酒蔵だけで100社

くらい入っておりますが、そういったネットワーク

です。各地にありますが、そこになんでもあるとい

うわけでなくて、各地域のそういった地酒を一生懸

命推奨販売していただく。そういった方々のおかげ

で一ノ蔵もそこそこの実績を残すことが出来たのか

なと思います。 

また、ＳＲＮという、酒やライスパワーネットワ

ーク。お米の力をもう一回見直した商品開発をしよ

うと、先程申し上げたライトタイプ商品の姫禅やす

ず音などの醗酵技術もこのグループで開発しながら

やってきた商品です。 

 
もうひとつは、せんだい・みやぎＮＰＯセンター

です。ＮＰＯセンターとの関係というのはこれまで

随分といろいろとご指導とヒントを頂きました。 

我々がつきあっておりますＮＰＯ団体、主に農業

関係が多いんですが、その方々とのおつきあい方を

勉強させていただきました。そのことも含めてＮＰ

Ｏセンターでやっているサポート支援提供システム

というお金とか人とかを活用する仕組みで私も出さ

せていただいております。 

せんだいCARESというのもＮＰＯを地域に紹介す

るお祭があるんですが、そちらの方にもださせてい

ただいています。 

 

○お客様との接点 

なんといっても地酒はお客様との顧客接点が一

番大事でありまして、コマーシャルをやるという時

代ではなく、顧客接点というところを大事にしてい

こうというのが会社の方針でございます。 

例えば、「一ノ蔵を楽しむ会」というのが各地に

あります。一番大きいのが東京で33年になります。

一ノ蔵はじめて間もなくはじめた会なのですが、現

在は会員数が 5 千名程。そのうちの 3 千名程は年 1

回のパーティーにいらっしゃいます。現在は椿山荘

を使っていますが、お酒だけのパーティーですが一

晩で1千人、二晩で2千人。あと千人方はお断りせ

ざるを得ないという状況になっていますが、そうい

う方々と顔を合わせながらいろんな情報交換をして

いこうということです。 

日本酒大学もやっています。3 月の第 4 土曜日、

一泊二日で蔵の中に入って頂き、座学、体験、きき

酒のトレーニングで日本酒に関することを勉強して

頂くというものです。これも30年程になります。定

員50名で毎回申し込みが多い状況です。 

微生物林間学校ですが、小学生高学年向けの夏休

みの課題勉強のようなもので、30名程に微生物につ

いて勉強してもらうというものです。お酒というこ

とにはいかないものですから、顕微鏡で虫歯の菌や

手を洗わないとこういう菌が繁殖するとか初歩的な

ことをいろいろと勉強して頂いています。最後には、

パン酵母と清酒酵母の両方でパンをつくっていこう

とで、お酒になじむのかなぁと思ってやっておりま

す。 

蔵開放は、3000人程1月の第3土曜日にやってお

ります。秋は「邑祭り」をしております。 

  

○農業振興の成果（製造と原料米使用量） 

普通酒、パックなどのお酒は1.8リットル（一升



瓶1本）つくるのに、玄米は600グラム必要になり

ます。一番基本な純米酒の場合は1.3キロ。我々は、

お酒一升は米一升と教わりました。あとはいろいろ

地下熱や精米関係で若干変わります。これにアルコ

ールが入っていくとその分お米の使用量が減ってい

きます。普通酒は600グラム、本醸造は900グラム、

ライトタイプは1キロ。吟醸酒の場合は精米を高く

し、たくさん削りますので、玄米2.2キロくらいの

お米でやっと一升のお酒が出来ます。 

うちの場合には本醸造、ライトタイプ酒、純米酒、

吟醸酒しかつくっていませんので、そうとうのお米

の使用量が増えています。会社つくってから現在ま

で約製造販売数量は約5倍になりました。使用する

玄米の数量は8倍になっております。それはここの

ところの高品質のお酒をつくっているからというこ

とになります。これをオール純米酒にしていくと、

うちのメーカーではあと500トン購入しなくてはと

いうことになってきます。2千トンが2500トン、だ

いたい1ヘクタールで5トンのお米が必要になって

きますから、500 ヘクタールの田んぼが必要になっ

てくることになります。 

一ノ蔵は他の全国と比べますと、純米酒が30％程、

本醸造が60％、ライトタイプが10％ちょっと。全国

は、純米酒が15％、本醸造酒も17％と似たような比

率で両方合わせて30％程。普通酒は70％とここをい

くらかでも純米酒に近づけていけばそうとうのお米

の消費が増えるはずです。 

これは仮定の話ですが、全国のお酒をオール純米

酒にしていくと 20 万トンのお米が必要となってき

ます。4 万ヘクタールの田んぼが必要。ピンときま

せんが、宮城県の場合は40万トンのお米を収穫して

います。田んぼの面積が8万ヘクタールということ

です。 

 

○一ノ蔵農社 

一ノ蔵は農社をつくりました。このきっかけは平

成5年の大凶作です。この時にお米がないと我々は

商売あがったりなんですね。これは大変だというこ

とで、やはりいいお米をきっちりつくっていかない

と我々はどうしようもないということで、早速感心

を高めて「松山酒米研究会」という会を開いて 地

元の若い農家の方々と一緒に立ちあがりました。お

酒に必要なお米はどのようなものがいいかといろい

ろ勉強して、これが一部、契約栽培になりました。 

時に同じくして、大凶作の後宮城県でＮＰＯ環境

保全米ネットワークという組織が出来上がりました。

究極は有機栽培製法になりますが、環境にやさしい

米づくりとはどういうことかという活動をはじめた

団体です。この団体とのおつきあいということで私

どもも信用されて頂いています。 

 
そのあと、ＮＰＯ田んぼという蕪栗沼という沼が

田尻町内にありまして、そこが冬季潅水農法という

冬は水をはり沼と同じようなスタイルにして、渡り

鳥がそこをねぐらにして夕方戻って来て、朝飛び立

つという活動をするんです。夜寝ている間に排泄し

たものが土の栄養になっていく。それで有機栽培に

していくという農法です。 

そういうことで農社ができ、農社が一生懸命米を

つくっていますが、当初一ノ蔵は自分でお米をつく

ってお酒をつくるのかと批判もありました。先程申

し上げました通り、とても500町歩田んぼを買わな

いと今のお酒ができませんので無理な話なんです。 

うちとしてはそうじゃなくて、有機栽培とかいろ

いろな農法とかありましたけれども そういうこと

を農家の人にお願いしても、リスクがありますから

簡単には受け入れてもらえないんです。では我々が

やりますので、見て頂いてそれでよろしければお願

いしますというかたちの実験農場になります。 



現在は6ヘクタール程あります。減反法も同じよ

うにやらなくてはならないので、そのところは伝統

野菜の仙台長なす、そば、大豆などこのような野菜

をつくっております。 

 

○松山町醸華邑構想「醸造醗酵産業集積で農業振興」 

松山町を当初から醸造醗酵産業で農業の振興を

図ろうと考えておりましたもので、松山町の方々と

ぜひ一緒にやってくださいと話がありました。企業

誘致は小さい工場の服飾とか電子関係で維持してい

たわけですが、田んぼを潰したりしていたわけです。

その分田んぼが尐なくなる。そうじゃなくて、工場

誘致を醗酵産業に限っていただけませんかと、逆に

いうと、醸造醗酵産業で松山町を活性化してくださ

いと提案をさせていただきました。 

凶作のあとの農社をつくった時に、松山町醸華邑

構想という名前で特許を頂きました。それから醸造

醗酵産業で我々、一ノ蔵が進出し、そのあと漬物の

鬼丸という会社（本社が北九州）が進出しました。

仙台味噌醤油（大豆・米）は仙台から移転してきま

した。こういう農産物を使った会社が揃ったわけで

す。現在、鬼丸は会社が倒産しましたので今は松山

にはございません。そんなふうにして農作地に変え

ていった状況です。 

その時に松山町がコンセプトでつくっていただ

いたのが、「醸造と花と歴史の香るまちづくり」。松

山は伊達藩の茂庭周防のまちでもありますので、歴

史があります。そういうことも含めてついた名前で

した。醸造邑構想のその象徴的な施設として松山町

に酒ミュージアムを町の方でつくっていただきまし

た。華の蔵物産館という二つの建物をつくっていた

だきました。 

当初町営だったのですが、大崎市になると同時に

外部に募集しようとなりましたが、一ノ蔵がずっと

支援してきましたので、現在は一ノ蔵の方で指定管

理者として管理させていただいております。 

 

○一ノ蔵経営理念 

平成 4 年にお酒の級別制度が廃止をされました。

それまでは特級、１級、2 級とあったのですが、そ

れまでやってきたことをまとめ経営理念として社員

に示しました。 

 
前段、後段とありますが、後段にこのようなこと

を書かせて頂いております。「一ノ蔵は人と自然と伝

統を大切にし、醸造醗酵の技術を活用して、安全で

豊かな生活を提案することにより、社員、顧客、地

域社会のより高い信頼を得ることを使命とする。」 

地域でおいしいものを食べていただく。微生物で

すから自然は大事なんですね。農業も環境にやさし

いというのはそういう意味で我々が支援しています。

伝統、お酒も伝統的なものがありますが、我々日本

人の食生活そのものが、地域で伝統に根ざしたもの

がありますからそういうことを大事にしていきたい

なと思います。 

あとは醸造醗酵の技術をこれからもっともっと

活用していこうと、決してお酒だけじゃないという

ところがうちの会社の特徴なんです。安全で豊かな

生活、主に食生活を意味しているわけですが 我々

のつくっていく安心安全で地域にそういうことで進

めていけばと思います。豊かな生活、安いお酒をた

くさん飲んで酔うだけじゃなく、お酒をひとつの生

活の糧として楽しんでいただこうという提案をして

います。 

社員、顧客、地域社会。順番は普通の会社と違う

かと思いますが、社員のためにやっていることです

から社員の意見を聞く、待遇をしっかりする。最終

的には活動の積み重ねが、地域から社員が高い信頼

を得られるのかなと思います。毎朝、朝礼の時に全



員で唱和させていただいています。 

 

○一ノ蔵の今後 

今後、一ノ蔵をどうするかということですが、現

在 経営方針の中に「一ノ蔵型６次産業の実現」を

テーマにして経営をやっております。 

一ノ蔵型ですから、どう６次産業（農業に貢献し

ていくか）に、高品質のお米つくりの対応化を図っ

ていくのがひとつの方法です。なるべく同質化、大

量生産大量消費化になってから、大手メーカーや大

手流通業者がたくさん出てきて、売っているものが

全国どこでも同じという現象になってきているわけ

です。そういうところから我々中小企業が脱却して

いかないと、それに勝てないだろうと戦略としてい

っています。 

大量生産純米酒に対して手づくり高品質のお酒。

吟醸酒を代表されるようなたくさん精米しながら上

品できれいなお酒になって、それで消費者を増やし

たのですが、その反面メーカー同士の個性を無くし

てしまったのは一番大きな問題点だろうと思います。 

技術がたくさん蓄積されてきていますので、あま

りお酒を磨かない。悪いというわけじゃなくて、こ

ういうことをやりますとお米の特徴がよく出てくる

んです。 

ワイン的な酒づくり。実際うちの新商品として、

掌（たなごころ）というお酒を出していますが、非

常に複雑な味があるというかたちです。そういうと

ころが清酒の個性か、蔵の個性か、米の個性か、そ

ういうところを大事に考えていくと、もう一回考え

なきゃならない新しい市場のなのかなと思います。 

あとは新市場酒で、ライトタイプ酒、発泡酒、ど

ぶろく。昔はお酒の味が地方によって違っていまし

た。今、南部杜氏が当社の酒づくりを行っています

が、風土に合わせた酒づくりでする淡麗なお酒のつ

くり、灘の酒づくり、四国のお酒づくりとか、広島

風とか、杜氏が各地域にありましたのでその風土の

中で特徴的のあるお酒をつくってきたわけです。そ

れがここまで技術が進んでくると、どこの蔵でも南

部杜氏流のお酒づくりが可能になってきているわけ

です。それが個性をなくして日本の市場を狭めてい

るのかなと思います。なるべくいろんなお酒の開発

をしましょうということです。 

もうひとつは、醗酵食品の製造と支援。あま酒を

年間出荷発販しております。酒仕込み用の麹を使っ

ておりますので上品な甘みということで、若い方か

らはあまり甘くないと言われてしまいます。その中

であま酒というのは麹菌がつくるいろいろなアミノ

酸やビタミンだとか非常に栄養豊富です。江戸時代

から夏場にあま酒というのが出てきて、冷房も何も

ない暑い夏を江戸庶民はあま酒を飲むことによって

滋養強壮として暑い夏を過ごしたわけです。現在に

あわせてやっていこうということで夏場冷やして、

冬場温めて飲む。私は牛乳で割って飲むというのが

推奨であります。そういうような新しい飲み方も提

案しながらやっています。 

酒粕は健康食品としてNHKで放送されてから一気

になくなった商品でもありますが、非常に体にいい

食品です。メタボによく効くものがたくさん入って

いるといわれております。 

糠。糠漬けは今でも南の西の方は、福岡県の築城

町では漬物博覧会とか糠床の養子縁組とかあって、

50年とか100年とか永遠と糠を継ぎ足して自分のと

ころの味を保っているわけです。娘が嫁入りのとき

に持たすという嫁入り道具の一つとして入っていま

したし、また養子縁組では他の方に自分のところの

糠をおすそ分けしたりして、今でも盛んにやってお

ります。今では自分のところで糠漬けを家庭でやっ

ている方は非常に尐ないなと思いました。松山町の

婦人会に行きましたら、ほんの1割程の方しか糠漬

けをご自分でご家庭でやっている方はいなかったん

です。自分でやりますと、野菜はほとんど地場調達

というのが多いですから、農業振興に役立つわけで

す。乳酸菌などもあって健康にもいいわけです。そ

ういうことを復活させていきたいなと思っています。 

地域によっては、魚の糠漬けがあります。ふぐや

さば、いわし、越後さば、越後いわし。石川県の金

沢、となりの福井県にそういった糠漬けがあります。 

それと糠抱きという料理方法があります。福岡県



北九州市の小倉の方にいわしの糠抱きという料理方

法がありまして、栄養のあるものを、昔の日本人は

上手に利用してきたんですね。 

酢は、原料はアルコールです。酢酸菌が酒との関

係で同じ敷地内でやらないというのがありまして、

将来は地域の酢をやっていきたいと思っております。

岩手にも酢のメーカーが小規模ではあると思います

が、何社か酢をつくっているメーカーがあるはずで

す。これから美味しい酢をつくることで地域の活性

化に繋がるのかなと思っています。 

 

○宮城県内総生産 

地域と連携をしながらどう活性化していくかと

いうことです。 

宮城県は農業県なのですが、県内の総生産額は

84,685億円（平成18年）。1次産業の農業はわずか

2％足らずです。2次産業の製造業では22％しかない。

約80％がサービスの3次産業で、比率が非常に高い

のです。ここは 1 次、2 次産業は頑張っていかなき

ゃならないと思っています。 

農業だけでみますと1,832億円。水産業も結構あ

りますが、それでも800億円くらい。農業も水産業

も原料出荷がメインで、加工が入っていかないとい

うのが宮城県の問題です。農業の内訳でいきますと、

米43％、畜産36％、野菜15％になります。 

 

○農商工連携の具体的施策 

農商工連携を考える時には、農業をきっちりとや

っていくというのが一番の前程であります。私は宮

城県食品工業の協議会の会長を務めていますが、オ

ールみやぎの食品づくりというのはそこで進めはじ

めていることであります。 

なるべく宮城県産の食品でやっていきましょう

ということですが、簡単にはなかなかいきません。 

お酒の原料米をすべて宮城県産かというと、そう

じゃなくていろいろと加工の問題、麹をつくる時の

種麹は秋田県、京都から買ってくるとか、そういう

ところはどうするかという細かい問題があるのです。

しかし、宮城県産のものを使っていかないと農業振

興に繋がらないということになりますので、これか

ら大体的に進めていきたいと思っています。 

もうひとつは、一ノ蔵があります大崎地域を醗酵

で元気にしていきましょうということです。  

現在、醗酵に関しましては全国醗酵のまちづくり

ネットワーク協議会というのが出来ておりまして、3

年前に秋田県の横手がスタートです。横手のあとは

福島県の喜多方や、去年は長野県の木曽町で約全国

10都市程ありまして、それぞれ情報交換しながら醗

酵で産業起こし、商品開発をやっているわけです。 

去年、木曽町に行きまして驚いたのが 漬物に塩

を使わない乳酸菌だけの漬物があるんです。「すんき

漬け」というものです。赤かぶの葉だけ仕込むので

すが、塩を使いませんから雑菌が繁殖して普通出来

ないものですが、前漬けたものを種にしてまた醗酵

させていくということなんです。伝統的に山の中は

塩が貴重品ですからそういうことになったらしいの

です。それだけ頂くとただ酸っぱいというだけなん

ですが、それだけ食べるという食べ方はしなくて味

噌汁、蕎麦汁にどっさり入れるということで出汁に

酸味が際立って美味しく頂けるというものです。  

それだけ醗酵というのは地域、風土に密接に関係

したもので、逆に個性があるものです。私達は大崎

の個性を大事にしていこうと考えております。 

今年の 11 月に全国サミットを大崎市でやること

が決まっています。大崎は東西に陸羽東線が走って

おり、そこを醗酵路線にしたいなと考えていました。

関係施設として旧松山町に酒ミュージアムがありま

すが、ここを醗酵ミュージアムにリニューアルをと

考えています。 

もうひとつは岩出山町に感覚ミュージアムという

のがあるんです。ここは味覚の五感をテーマにした

ミュージアムです。密接な関係がありまして、醗酵

と感覚というのは非常に大事で 日本は世界有数な

醗酵の盛んな国なんですが、昔の江戸、室町時代に

醗酵産業の今までの連携ができていましたが その

時代に閉塞危機など何もない、温度計など何もなか

ったわけです。それを目に見えるようにどう管理し

ていくかって言う時に、職人の感覚で管理してきた



わけです。手で触って温度は熱いか・ぬるいか、蒸

したご飯を触って堅いか・やわらかいか、しけって

いるか・乾燥しているか、臭いは変なにおいはして

いないか・いいにおいをしているか、麹をつくった

後、栗を蒸かしたような香りがあるかどうかなど全

部職人の感覚で管理してきた、そういう意味では感

覚と葛藤というのは表意一体の関係です。 

もうひとつは、環境保全農村ですから環境にやさ

しい地区にしていきたいと考えています。ラムサー

ル条約指定してきたのはご存じだと思います。日本

で一番最初が釧路湿原で第一号に指定されました。

そのあとが、伊豆沼・内沼（栗駒市と登米市にまた

がる沼）、化女沼ダム（大崎市）、となっていますが

白鳥の飛来地で知られています。伊豆沼が日本で二

番目のラムサール条約指定地されたところです。 

そのあと蕪栗沼（田尻）。何年かあとに立ち入り

で指定されました。蕪栗沼の時に初めてそこの小さ

な沼だったんですが、その周辺の田んぼは元は沼で

開拓されて田んぼにしたんですが、それをもう一回、

田んぼの中に冬場に水を張って水深 10 センチある

と野鳥は他から何も入ってこないというので、夜そ

こで安心して休めるのだそうです。そういうのが沼

の面積の3倍程あると思います。鳥からみれば冬場

の田んぼも沼も同じということですね。そういうふ

うにして有機栽培のお米を仕込むということです。

そのあと2年前に化女沼（古川）も指定されました。

3 つ同じ県にあるのは非常にまれです。その 2 つが

大崎市にありますのでこういうところと気にして、

ぜひこれからもやっていきたいと考えています。関

係する団体方々とのネットワークというのは非常に

大事になってくると思います。 

 

○ふゆみずたんぼ 

参考までに、一ノ蔵が冬水田んぼを購入して仕込

んでいる「ふゆみずたんぼ」というお酒です。 

去年仕込んだのは全部完売してしまいました。ふ

ゆみずたんぼは交流団体のＮＰＯの田んぼ、ＮＰＯ

環境保全米ネットワークの場合、有機栽培米の仕込

んだ純米酒を発売して売れなかったんです。その時

にせんだいみやぎＮＰＯセンターとその雑談の中で、

有機栽培というのは意外とＮＰＯに関係する方がた

は非常に関心が高く、普通の方はあまり関心がない。

普通の酒やに持っていってもなかなか売れなかった

ものが、ＮＰＯ関係の方がたに話をすると「飲む」

とか「じゃぁ、お土産に持っていく」とかで売れ出

してきたというのがひとつあります。 

その中から、本数に応じて売り上げの一部をＮＰ

Ｏ環境保全米ネットワークとかＮＰＯ田んぼに寄付

をするということをやっています。そうすることに

よってＮＰＯ活動の資金も楽になりますし、その還

元する方がた（主に農家）に、このお酒はわたしの

関係する冬季期間農法で取れたお米で仕込んでいる

んですよというとPRをしていただく、そういう口コ

ミが一番効くんですよというアドバイスをいただい

たというのもＮＰＯとの関係です。 

 

○食に関する関連用語 

食に関する言葉というのはたくさんありますが、

実はきっちりと正確に理解できていないのがありま

す。 

地産地消、その地域で探してきたものはその地域

で消費すると我々は使っていますが、もともとは農

水省が地域内食生活向上対策事業といって、栽培農

業産物の多様化を進めていた運動の名前です。地域

でお米だけじゃなく、いろんなものを栽培する。従

って、自分のところでいろんなものを食生活が賄え

るというスタイルの提案化したものです。それがう

まく進んでいなかった、地産地消という名前が一人

立ちして使われている。 

スローフード。スローフード協会は世界中の組織

ですけれども、伝統的な食材を守っていこう。ある

いは味覚、ファーストフードで味覚がおかしくなっ

てきている、それをもう一回 地域の食事で味覚の

再教育をしましょうと。ここらへんから、食育とい

う言葉が出てきました。スローガンの中であるいは

２次産業の中で小規模生産者を保護していきましょ

うと、どうしても大規模のところに寡占化していき

ますので 食のバラエティを守っていくためには結



局、地域の人たちのためになるということでやって

います。このスローフードが味の箱舟として、食材

を指定しております。岩手にも2つ程指定された商

品ものがあります。 

フードマイレージ。輸送エネルギーですね。輸入

した食品というのは長い距離、舟や飛行機で時間を

かけて運ばれてきます。そういうマイレージをかけ

て、食べ物のことを考えていこうというものです。

外食の関係など距離が長くなっていく、あるいはフ

ァーストフードの関係で距離が長くなっていくその

見直しのきっかけにしましょうとやっている。 

身土不二。もともと仏教用語だそうですが、基本

的には地元の食材が、実は身体にいいんだという寒

い国の人間には、寒い国で出来たものを食べると身

体にいい。逆に寒い国の人が冬場に暑い国のものを

食べると体温を下げるという逆効果がある。野菜の

食べ方で、冬は根菜類といいますが根っこの部分は

身体を温める作用があると言われております。しか

も地域で取れた野菜を食べると身体に一番いいとい

う話です。そういうことを考えて食事をするという

ことが、地産地消の意味合いも絡んでいるというわ

けです。 

 

○女性の社会進出と食事の変化 

今の世の中、女性の方の社会進出があって豊かな

社会を築いてきたということもありますが、それで

失いつつあるものがあるという意味でみていただき

たいと思います。それまでのほとんどの女性の方は

結婚すると家庭の中におさまっていたわけです。今

は外に出ているので、食事を自分でつくらないで外

食にする、あるいは完成品を買って家庭で食べる（中

食）とか、調理済みの完成品を買っていくとなりま

すと、ごみが出なくていいのですが味付けが均一に

なっていき家庭の味がなくなってしまう。調理工夫

もわからなくなってしまう。家庭でお母さんから教

わった調理工夫もいろいろあるのですが、伝承され

なくなってきている。もっとひどいのは、子どもた

ちの食事の教育が出来ていない。おふくろの味とい

うのはもっと素朴で、季節のものをきっちり食べる

というのが大事な食事なんですね。 

そういうことを見ていて心配していろいろやっ

ている方々がいます。食育はフランスで出来た時代

認識と運動なんですが、フランス料理の三国清三さ

んや女性の方もいらっしゃいますが、その方々が音

頭をとって、キッズ・シェフという子ども達に料理

をつくらせるという、その時に4つの味を甘い、し

ょっぱい、酸っぱい、苦いをテーマとして教えて作

らせ食べさせるというものです。10歳までの間にそ

の4つの味を覚えないと、感覚（味覚）全体が発達

しないと言われております。ですからそのところが

非常に今大事だと言われています。大事なところを

家庭内食事から外食、中食へという関係で、みんな

失くしている問題的なものです。 

もうひとつは学校給食の現実という本がありま

す。これを見ますと、今の学校給食はこうなのかと

思います。場所によって違うと思いますが主食、副

食がみんなバラバラでが、副食が主食になったよう

な感じで子どもが食べやすいようなものだけつくっ

ていく。そういうことだけやっていくと、感覚教育

に繋がらない。これは大事です。 

日本の伝統的な食事というのは正座で箸で食べ

る一汁二菜、ご飯中心にいろんな季節のものをたく

さん食べていくと これが今一番すばらしい食事の

仕方と言われています。 

豊富な食材。これは宮城の鈴木先生がおっしゃっ

たことですが、「日本ほど豊富な食材はない。」ヨー

ロッパでは2,000種類、イタリアあたりに行きます

ともっと多いのかもしれませんがヨーロッパは北で

すから、仙台でイタリアのシシリ島の辺りですから、

いかに寒いところかとわかると思います。だから同

じものを食べるしかないのでいろいろ味付けを変え

るとか、ソースを変える技術が進歩してきたわけで

す。東南アジアでは10,000種類、日本は12,000種

類。四季折々で、日本は北から南まで長いですから

作物の種類が違うんですね。 

これぐらいあるという話ですが、こういうのがあ

るから一汁二菜のご飯を中心にして四季折々のもの

を食べていくと身体にいいというわけです。こうい



うことを考えていかないと、我々がいろんな食品を

開発してもなかなか難しくなっていく、受け入れて

もらえないということになります。これを社会利用

としてやっていけないなと思います。 

 
○地方の風土と知恵を活かす 

地方の風土を活かしていこうと思います。今、調

味料というと昆布とか鰹節とか椎茸とかありますが、

これは関西から来た新しい歴史で、昔は魚の焼き干

しや宮城県の三陸では、ほやを焼いて出汁にしてい

ました。私も作って食べましたが非常においしいで

す。醤油というのは江戸時代からきたんですが、こ

ういうのが出来る前は、酒の中に梅干しを入れて煮

詰めていくそれが調味料になっている。白身魚に付

けて食べますと非常に上品で美味しいものです。今

でも高級料理店で出しているところもあります。こ

ういうものを発掘してやっていくというのが大きな

力になっていくわけです。 

野菜も大量につくられる、手軽につくられるそう

いう品質改良がされてきましたが、それがかえって

地方の特徴をなくしている。逆に伝統野菜を見直し

ていく。松山のがぜん芋、お花見の時に非常に太く

てでかい、しかし柔らかい里芋の一種なんですが、

ほくほくした美味しい芋です。こういうものが残っ

ている間になんとかしていきたいなと、こういうも

のを使って商品開発に活かしていくということを考

えています。先程も言いましたが、岩手では岩泉町

に短角和牛、一年間放牧しっぱなしという牛の飼い

方があります。オス1頭にメスが十何頭というその

数でも喧嘩をしないでバランスを保って平和な世界

をつくっている。それと安家の地大根という冬場貯

蔵して食べるという醍醐味ですね、こういうものが

指定されています。餅文化圏、伊達藩の特徴なんで

すが、実によく数多く餅を食べる日本でも有数の餅

文化圏でもあります。 

 

○地方は個性で差別化 

最終的には地方の個性をどう活かしていくか。言

葉の伝統、食事の伝統、生活・くらしの伝統とあり

ますが、こういった伝統をどう活かしていくか。そ

ういうことによって差別化を図る。観光で人を呼ん

でいく。人がどんどん減ってきていますから、外か

ら人を呼ばないと売上が上がらない。売り上げを上

げるためにはやっぱり観光なんです。その為にもこ

ういう特徴のあるものを程度準備しておかないとい

けない。厚木ではB級グルメで80万人の人を呼ぶっ

て話ですから、そうとう力があるんだと思います。

最終的にはいろんな重層ネットワークを集結させて、

知恵をたくさん集めてやっていく。地域には地域の

やり方がそれぞれあると思います。企業とかいろん

な団体やネットワークに入っていると思いますから、

そのようなものを活用しながらやっていくというこ

とです。 

大変長らく御静聴頂きましてありがとうござい

ます。 

 



４．企業の地域貢献表彰式 

 

○褒賞制度の概要の紹介 

（地域づくり課） 

それでは只今から平成 22 年度北上市地域貢献活

動企業功績賞表彰式を行います。表彰に先立ちまし

て、私の方から褒賞制度の概要につきましてご紹介

をさせて頂きます。 

・活動の目的 

北上市地域貢献活動企業褒賞制度は、地域への貢

献活動に顕著な功績があった企業を褒賞し、その取

り組み内容を広く市民の皆様や企業の皆様にお知ら

せすることによって、協働によるまちづくりの意識

の醸成を図ることを目的とし、 

平成 20 年度から北上市と北上市協働推進市民会議

との協働により進めて参りました。今回が3回目に

なっております。 

・応募のメリット 

具体的には、企業や団体が取り組んでいる地域貢

献活動を市のホームページや広報紙で広く市民に紹

介し、感謝の意を表すこと、そしてエントリーのあ

った地域貢献活動から特に優れた活動に対しまして、

地域活動企業であるということを称する認証マーク

を添えまして、表彰するという2つの取り組みから

構成されているのでございます。 

 
 

・エントリーの応募状況 

平成25年度におきましては、9月 17日から11月

19日までおよそ2ヵ月間の間に、地域貢献活動の情

報提供の呼び掛けや功績賞のエントリーの募集を行

いました。結果295件の地域貢献活動をご紹介頂く

とともに22社から61件の活動を功績賞にエントリ

ーして頂きました。情報提供ならびにエントリー頂

いた市民、企業、団体の皆様には改めまして御礼を

申し上げます。 

 
・今年の傾向から分かること 

次に情報提供頂いた活動の内容についてですが、

今年度活動頂いた活動の傾向を見ますと、環境保全

活動が113件、そしてまちづくり活動が55件、保健

医療福祉活動が 41 件という状況になっておりまし

て、上位３活動は昨年度と同じような傾向になって

おります。この他にも、雇用機会の拡充支援、子ど

もの健全育成など住民生活や地域が抱えている課題

に直結するような分野においての活動を頂いており

ます。 

 
このように多くの企業の皆様には、たくさんの地

域貢献活動を頂いておりますことに感謝の意を表す

とともに、市民の皆様にはもっともっと企業の皆様



の活動を知って頂けるようにこれからも、尐しでも

取り組んで参りたいと思っております。以上が制度

の概要と、今年度のエントリーの状況でございます。 

続きまして、今年度の功績賞の選考にあたっての

ポイント等につきまして選考会を代表致しまして、

北上市協働推進市民会議の会長を務めております高

橋敏彦様からその内容をご説明頂きます。 

 

○選考のポイントについて 

（北上市協働推進市民会議） 

皆さんこんにちは。北上市協働推進市民会議と北

上市の協働で選考会をさせて頂きましたので、代表

して選考のポイントの方をお知らせしたいと思いま

す。選考の6つの視点ということでございますが、

まず私たち協働推進市民会議の構成は市民活動団体

の中から数名、地区交流センターを代表される方々

から数名という構成でございます。 

 
・選考の6つの観点 

情報を出されたすべての企業の皆さんは、素晴ら

しい貢献をされていますが、この6つのポイントと

言いますのが、市民活動団体あるいは地区交流セン

ター、自治会の方々が「こんな貢献のありかたがあ

ったらいいな」という願望が入っています。 

それはどのようなことかと言いますと、1つは「貢

献性」というところであります。これは会社として

お金だけではなく、従業員の皆さんや機材など、ど

の程度提供や貸し出しがあったかということでござ

います。次に「効果性」ですが、これは事業をする

ことによって地域が、あるいは社会がどんな良い変

化があったのかということです。それから「公益性」

というのは、人数、地域の広さといった広がりにな

ります。「必要性」といったところでは、地域の皆さ

んから要望がどういう形で出されたのかというよう

なところ。それから「継続性」ですが、何年ぐらい

継続されているのか。最後は「協働性」というとこ

ろでありますが、特に市民活動団体や地域の皆さん

との協働性ということで、市民や地域と連係した活

動であると効果性も高くなりますので、ここは重要

視されておりました。 

 
・平均点について 

どんな平均点であったかですが、1 項目 5 点満点

でございますので、その5点に比べてどの程度あっ

たかをご覧いただければと思います。特に協働性の

平均が2,19点でございましたが、この部分が今後上

がってくると効果性、あるいは貢献性も上がってい

くのではないかと思っておりますので参考にして頂

ければと思います。 

 
  



以上で審査のポイントをご紹介致しました。どう

もありがとうございました。 

 

（地域づくり課） 

ありがとうございました。それでは、今年度功績

賞にエントリー頂きました活動と、功績賞を受賞さ

れた活動につきまして映像にまとめておりますので

ご覧頂きたいと思います。 

 

○今年度の活動紹介 

 今年度のエントリーされた企業、団体の地域貢献

活動の紹介をスライドで行いました。 

 

○表彰式 

 功績賞を受賞された７団体には、伊藤彬市長より、

表彰状並びに地域貢献活動企業認証プレートが授与

されました。 

 また、功績賞にエントリーされた１５企業・団体

には、感謝状が贈呈されました。 

＜地域貢献活動 企業功績賞＞ 

・ＡＬＳＯＫ岩手株式会社北上支社  

小学校あんしん教室開催活動 

・岩手東芝エレクトロニクス株式会社 

地域とはじめる環境報告会開催活動 

・株式会社小田島工業 

高齢者住宅の除雪ボランティア活動 

・北上調理師会 

「北上コロッケ」普及活動における「北上市」PR

活動 

・株式会社ケー・アイ・ケー 

協働による地域づくり活動 

・有限会社柴田工務所 

黒沢尻西小学校創立50周年記念中庭整備活動 

・トヨタ紡織東北株式会社 

地域行事参加交流活動 

（敬称略） 

＜地域貢献活動 感謝状＞ 

・旭ボーリング株式会社 

手押し式井戸ポンプの設置 

・岩手建設工業株式会社 

草刈り及び清掃活動、除雪作業 

・岩手スリーエム株式会社  

子ども科学館、インターンシップ、口内星まつり協力 他 

・株式会社岩手日建工業  

地域ふれあい活動・除雪ボランティア活動 

・北上駅前商店街振興組合 

花と緑のフラワーロード 

・社団法人北上市シルバー人材センター 

樹木の剪定、草刈り、草取り 

・北上信用金庫  

当金庫野球部による野球教室（小・中学校） 

・北上ハイテクペーパー株式会社  

各種イベント無料記念撮影・プリント配布 

・こみや会  

清掃活動（アドプト） 

・株式会社サトー北上工場  

高等学校事業所見学会 

・株式会社佐藤組  

建設業ふれあい事業、除雪作業、測量実習手伝い   

他 

・株式会社システムベース  

講師派遣、献血、芸能まつり参加、祭り寄付、清掃活動 

・株式会社フジネ建設 

除雪活動、草刈り・清掃活動 

・丸片機水工業株式会社  

北上市花いっぱい運動への参加、職場実習受け入れ 他 

・明治製菓株式会社  

工場見学の受け入れ 

（敬称略） 

 



５．感謝のあいさつ 

北上市長 伊藤 彬 

 

 3 度目になりますが、今年も地域貢献活動の会を

させて頂くことができました。多くの皆様に集まり

頂きながら、この会の趣旨を理解して頂き、そして

また、功績賞に受賞された皆さん、感謝状を受賞さ

れた皆さんの活動に理解して頂く機会ができました

ことを大変嬉しく思っております。多くの皆さんが

北上市のまちづくりにご参加して頂いていることを

心から感謝申し上げます。 

先程の映像でも説明がありました受賞された各

社は、それぞれの企業を通じて、それぞれの地域を

通じて、多くの従業員の一緒になって活動を続けて

おられております。種類はさまざまありますけれど

も、このまちの発展の為に大変重要なことばかりで

あります。改めて心から感謝を申し上げたいと存じ

ます。 

まちづくりを進めていく上で、さまざまな場面に

遭遇いたしますけれども、たくさんの企業の方、団

体の方、会社の方、さまざまな部門でいい事をやっ

てくださっているなと思います。  

感謝を致しておりますけれども、これをもっと形

に表すことはできないだろうか、そして多くの市民

の方にご理解頂いて、その輪が広がることになれば、

これは大変いいことという思いにずっと駆られて参

りました。 

まず感謝しようよ、という発想の中から市民協働

推進会議の皆さんの協力を頂きながら、若い職員が

一生懸命考えたこの活動のあり方でありました。い

ざ審査、その前の募集活動にあたってみますと、想

像以上に多くの皆さんがすばらしい活動をしている

ことに気が付きました。大変嬉しく思いました。そ

してこの感謝の会が、別のもっと深まったかたちで

まちづくりの発展に関係していただければ、これは

また大変面白いことになるなという思いでスタート

したのが3年前でございました。 

本日受賞されました皆さま方の活動は、なるほど

なと思うことばかりであります。この活動にヒント

を頂きながら、私達の地域でも、私達の会社でも何

か活動に出来たらいいなと思いに駆られて頂ければ、

それはまた大きな効果かなというふうにも思ってい

るところであります。  

ぜひこれからも活動も皆様と共に進んで参りた

いと思います。よろしくお願いを致します。 

 

ご活動頂いている部分はさまざまでありますが、

今年は間もなく雪どけを待って展勝地が美しく開花

をします。多くの観光客の皆さんが北上市においで

頂きます。展勝地に会館として運営なさっています

サトウハチロー記念館の佐藤館長が、よくおっしゃ

います。「桜の期間ものすごい人が来るよね。でも次

の日の朝見るとゴミ落ちていないよね。これは北上

市民の美意識の高さだよね。環境大事にする意識の

高さだよね。」と誉めてくださいます。北上来てみろ。

きれいだろ。と宣伝してくださいます。大変うれし

いことであります。このことを一つにみても多くの

場面で同じようなことが見受けられます。それも日

頃に対する大きな美化意識に対する、環境保全に対

する大きな力添えだろうと思っております。 

そして夏になるとお祭がきます。お祭の尐し前に

今年はインターハイの陸上部門の会場が北上にあり

ます。平成11年のインターハイの開催に際して、全

国から来て頂いた皆さんにきれいなまちですね、と

いう評価をして頂きました。そして、こういうまち

でもう一回競技場に来られたらいいね。という思い

を持ってお帰りを頂きました。その時の選手は来な

いでしょうが、おそらく監督役員の方で訪れる方が



いらっしゃると思います。その時のイメージが、変

わってないね、もっとキレイになったね。と言われ

るような夏にしたいというふうに思っております。

今日健勝された皆さんは、そんな想いもたくさんお

持ちだろうと思います。ぜひよろしくお願いを致し

ます。 

北上市も全国の都市同様、高齢化が進んで参りま

した。しかし、元気であることが大変いいなと思っ

ています。安心安全で元気に暮らせる要素がいくつ

かあります。そんな中で今日受賞された皆さんは、

高齢者を大事にしよう、安全安心のまちをつくるた

めにお手伝いをしよう、という活動をなさってくだ

さっております。これもこれから大変重要なことで

あります。心から感謝の敬意を称したいと存じます。 

さまざまな活動を通しながら、おいでいただいた

企業の皆さんが地域に溶け込んで、地域に触れ合っ

て、活動して頂くのは企業集積の高いこのまちとし

て大変うれしいことであります。そして、この姿勢

が企業の皆さんにお持ちいただけることはわたしど

もとしても、もっともっと何かしなきゃならないな、

という思いに駆られる部分もあります。おいでいた

だいた企業と地場企業との結びつきも大変重要なこ

とでありますけれども、市民の結びつきも大変大き

なことだろうと思っております。そういう面でも行

政としてのあり方もこれから充分に考えて進めてい

かなければと、改めて思った次第でもあります。 

ご活動の分、お礼を申し上げる内容が尐ないかも

しれませんが、行政として、あるいは市民協働推進

会議の皆さんとして、心から感謝を込めてありがと

うと申し上げ、ご挨拶にさせていただきます。 

６．功績賞受賞企業、団体による活動の発表 

 

○ＡＬＳＯＫ岩手株式会社北上支社  

「小学校あんしん教室開催活動」 

本日はこの様な場に立たせて頂きまして大変感

謝しております。ありがとうございます。 

 私の普段の仕事は機械警備といいまして、ご契約

先様の建物の中に取り付けたセンサーなどから異常

警報が出た場合、実際に現場に駆け付ける仕事をし

ております。その業務と平行いたしまして、本日発

表させて頂きます「あんしん教室」の活動も行って

おります。それでは早速、私どもの「あんしん教室」

の活動についてお話をさせて頂きたいと思います。 

 
・活動紹介 

 「あんしん教室」は企業市民、警備会社として社

会的責任を果たすため、そして子どもたちには防犯

を意識してもらうきっかけづくりに、また先生や保

護者の方には防犯教育のノウハウ等を提供すること

を目的とした活動になっています。 

 この活動は2004年 10月から神奈川県でスタート

しまして、全国へ展開しました。岩手県では遅れる

こと2005年 10月北上市立黒沢尻東小学校様でスタ

ートしました。 

すでに岩手県内では延べ100校、人数にしまして

約１万５千人の児童が授業を受けております。北上

市では先ほどお伝えしました黒沢尻東小学校様を始

め、６年間で６校、3286名の児童が授業を受けてお

ります。来月は和賀東小学校様で授業を行う予定が

入っております。 



 「あんしん教室」というのは、子どもたち一人一

人に防犯意識を持たせ、気づきを与えることが授業

の目的になっております。ロールプレイング形式で

行うことにより子どもたちに具体的に体験してもら

うこと、そしてより深く理解してもらうため、各ク

ラス単位で授業を行うことを特徴としております。 

授業では子どもたちに普段の生活に潜んでいる、

危険に気づかせ安心して暮らしていけるためのアド

バイスをしていきます。授業内容としましては現在

３つあり、①安心して登下校編②安心してお留守番

編③安全なまちって何だろう？編があります。 

 
①安心して登下校編では低学年向け、高学年向け

に授業を行います。内容としましては、登下校中に

潜む危険について子どもたち自身が、「自分の身は自

分で守る」という危険回避の心構えをしっかり学べ

るようになっています。これは警視庁の方で発案致

しました、「イカのおすし」というキーワードを中心

に授業を進めていきます。 

②安心してお留守番編は中学年向けに授業を行

います。留守番に対する心構えを当社独自で発案し

た合言葉、「いい湯だな」をキーワードとして、また

留守番中の電話応対を学びます。スタッフが不審電

話から不審電話ではない電話までの２パターンを実

際に行い子どもたちとのやり取りからその対処方法

を学びます。自分の家そして自らの身を守るという

ことを子どもたちに認識してもらう授業です。 

 ③安全なまちって何だろう？これは高学年向けに

授業を行います。この授業では子どもたち自身が、

まちに潜む危険な場所や場面などを考えていきます。

子どもたちが考える漠然とした危険な場所を「なぜ

その場所が危険なのか」そして、「その理由はなぜか」

「ではどうしたらいいのか」を気づかせるための授

業です。そして現在、命の大切さをテーマとした新

たな授業の立ち上げを検討しています。 

 
 ＡＬＳＯＫグループでは経営理念である、ありが

とうの心を実施し、企業の社会的責任を果たす為に

警備業で培ったノウハウ等を提供し、安心、安全な

まちづくりにこれからも貢献して参りたいと思いま

す。本日はどうもありがとうございました。 

 

 

 

○岩手東芝エレクトロニクス株式会社  

「地域とはじめる環境報告会開催活動」 

 日頃は大変お世話になっております。また本日は

どうもありがとうございました。 

 我々岩手東芝は北上の地にお世話になって 37 年

になります。37年を迎えているということと、従業

員が1800名という会社でございます。ご案内の通り、

北上工業団地の方にございます。敷地面積が30万㎡

ということで東京ドームが６個半ぐらいという敷地

の中で操業させて頂いています。半導体工場という

ことでございますので、２４時間の操業になってお

ります。 

 東芝の色んな所に製造部隊がございます。他社依

頼の海外展開されている中で、お陰さまで東芝は国

内の製造にこだわっているということで、この岩手

の北上の地が一番北の拠点ということで操業させて



頂いています。37年間という歴史で、37年前に進出

させて頂き、その後建屋を建ててきています。我々

が作っている半導体はなかなか皆さんの目に直接触

れることは無いだろうと思いますが、車を始めあら

ゆる電気製品には、我々が作った半導体が使われて

います。これまで作りあげた37年間、このような半

導体の累計が100億個に最近達成した、ということ

でございます。 

 
・活動紹介 

今回表彰を頂いたという活動がこちらでござい

ます。色んな企業さんもされていると思いますが、

手前どもも６年連続してこの様な形の報告会をさせ

て頂いています。岩手県環境生活主催ということで、

昨年も１１月２日に地域住民、近隣企業、行政の方々

含め２５名の参加を頂き、我々の会社の環境への取

り組みを説明させて頂きました。 

 

我々の直接作っている工場の中でございますと

か、CO2 の削減ということで重油からエルエルに転

換したプラントを見て頂きました。また、工場から

でる廃水を処理するための排水処理施設をご覧いた

だきながら、手前どもの環境への取り組む姿勢を紹

介しました。 

 我々は北上市の方に立地をして３７年ということ

になりますが、北上市さんとは全国に先駆けて公害

防止協定を行政と結ばせて頂きました。その後に「い

わて地球環境にやさしい事業所」ということで認定

を受けたり、色んな形で活動が一定の評価を受け、

平成２１年に環境大臣の方から循環型社会形成推進

功労者賞を頂きました。 

 

 これが今回の表彰の対象ということでございます

が、その他の活動についても説明だけさせて頂けれ

ばと思います。 

 １５０万本の森づくりということで、東芝が２０

２５年に創立１５０周年を迎えるため、地球規模で

活動をしようと始めたものでございます。これにつ

いては一昨年と昨年に、岩手県さんと北上市さんと

東芝で協定を結ばせて頂いて、活動させて頂いてい

ます。５年間で和賀スキー場の山に９０００本の木

を植えさせて頂きました。昨年は伊藤市長に参加頂

き食事もさせて頂きました。 

 



 あとは北上教育委員会さんが主催されています北

上市民大学で、２０期の節目に手前どもの社長が話

をさせて頂く機会を頂きました。ということで、改

めて弊社の概要を説明させて頂きました。これも地

球環境ということで次世代に健全な地球を残す、渡

すということが我々の責務だろうということで、子

どもたちに自然の素晴らしさを理解頂こうというこ

とで、二子小学校の児童と親御さんにご案内をして、

ＮＨＫのテレビに出ているプロの自然案内人の方に

自然の素晴らしさをご説明頂きました。これも引き

続き今年も継続してやって行こうと思っています。 

 
 今年から口内町の「あぐり夢くちない」さんと、

和賀町の「よってげ市」さんの産直から出前を頂い

ています。毎週水曜日は定時の１６時半に帰るよう

にしていますので、帰りがけには駐車場で美味しく

て安心、安全、新鮮な地産地消ということでご協力

をさせて頂いています。 

 
 我々の社会貢献、会社の社会的責任という形で従

業員のIntegrityということで、平たく言うと誠実、

健全ということです。いわゆる常識、良識ある社会

人、当たり前のことを当たり前にやるのが我々会社

にとっての社会貢献であります。 

 引き続き今後ともよろしくお願い致します。 

 

 

○株式会社小田島工業  

「高齢者住宅の除雪ボランティア活動」 

 本日は誠にありがとうございます。それでは私の

方から高齢者住宅の除雪ボランティア活動の活動報

告をさせて頂きます。 

 
・活動紹介 

 今年もそうですが、昨年も大変雪の多い年でした。

この活動のきっかけと致しまして、一人暮らしの高

齢者や身体が不自由な方にとって、雪が多い時は、

通路の確保や屋根からの落雪の除去は大変困難であ

るということで、ここの地域も大変雪が多いところ

でございますので、会社として困っている方に何か

出来ることはないかと考えました。 

 



私たちは建設業でございますので、建設業の技術

や機材を活用した除雪により、冬場の困難を解決し

たいという思いから実施させて頂きました。 

まず 2 月 10 日北上市の建設業協会さんと一斉に

一度ボランティアをさせて頂きましたが、日を改め

て13日にも除雪作業を行いました。  

 
大変雪の多いところでございまして、屋根から落

ちた雪が隣の敷地までいってしまいました。この時

は除雪機とダンプトラックを使って除雪を行いまし

た。 

またその他の活動と致しまして、平成 22 年の 2

月に岩崎地区で開催されました、「灯りとお城のフェ

スティバル」の準備協力の依頼を受け、花火打ち上

げ場所までの道路会場駐車場の除雪を行いました。 

その他にも平成 17 年から鬼の館で開催されます

「福豆鬼節分会」のイベント協力もさせて頂いてお

ります。平成21年2月には映画「いのちの山河」の

除雪の協力もさせて頂きました。 

また、弊社は建設業の他にガソリンスタンド事業

も展開しております。冬期の期間になると、皆さん

スタッドレスタイヤを車の方に装着されると思いま

すが、そのスタッドレスタイヤも３年目４年目にな

りますと表面が固くなってきて、滑って危険であり

ます。そういったものを、新品同様によみがえらせ

る機械がありまして、平成21年 11月に社会福祉法

人わがの里様の利用者送迎車輌のスタッドレスタイ

ヤの摩耗状況を点検させて頂きまして、その中から

２台分のタイヤ研磨作業を実施致しました。 

そして平成 22 年にはほっと東館様の送迎車輌の

方もタイヤ研磨をさせて頂いております。 

 活動の成果と致しまして、実施した地域の方、ま

た高齢者の皆さんに大変感謝されました。除雪ボラ

ンティアは毎年実施しておりますが、地域の民生委

員からの依頼も年々件数が増加しています。できる

限り要望に答えて今後も続けていきたいと思ってお

ります。 

 そして、今後の取り組みと致しまして「地域の悩

み」を「地域ニーズ」と捉え、日頃お世話になって

いる皆様へ弊社ができる恩返しとして、活動してい

きたいと思っています。また、福祉施設等の車輌の

タイヤ点検と研磨ボランティアも引き続き継続して

いきたいと思っております。以上でございます。ご

清聴ありがとうございました。 

 

 

○北上調理師会  

「北上コロッケ普及活動における 

北上市ＰＲ活動」 

 
 本日はこの様な表彰を頂きまして、本当にありが

とうございます。 

「北上コロッケ」普及活動における「北上市」PR

活動ということで受賞させていただきましたが、北

上コロッケは、新しい北上の名物をつくろうという

ことで、青年会議所さんから依頼を受けました。６

年前のスポレク岩手に向かって何か作って欲しいと

いう話を承り、調理師会青年部を中心に開発致しま

した。 

・活動紹介 



このコロッケを使い、全国に「北上」を PR でき

ないかという考えから行った事業でございます。今

現在さまざまな市内・市外のイベントに参加してお

ります。北上コロッケを販売することで「北上市」

をPRして参りました。昨年、厚木市で行われた「全

国 B-1 グランプリ」にも参加致しまして、1 万 800

個のコロッケを売って参りました。個数としては10

位以内に入るのですが、42団体の出場の中順位を頂

くことができませんでした。「なんだ！北上コロッケ

は順位を頂けないじゃないか！！」とお叱りを頂き

ましたが、実は北上コロッケはお土産品として持っ

て帰る人がすごく多かったという事情がありました。 

 
というのは、いつも1個 200円で販売しているの

ですが、前回から全国 B－１グランプリは 1 個 300

円～400 円の値段設定がされました。そこで、コロ

ッケ1個 300円で売ろうという話もでましたが、そ

れはちょっと厳しいだろうということで、2個で400

円という2個売りをしました。そんな中で箱詰めに

したものですから、皆お土産に持って帰ってしまっ

たということです。愛 B（アイビー）リーグの方か

らはお土産品もあっていい。42種類全部食べられる

訳じゃない。という指導もあり、お土産品に徹しま

した。今後は順位に入る様に一生懸命頑張っていこ

うと思います。 

 昨年9月には、いわてB級ご当地グルメinきたか

みにも参加し、多くの方にコロッケを召し上がって

頂きました。この際も午前中出売り切れるほどの盛

況ぶりでございました。市外でのイベントの場合は、

北上市の観光パンフレットを同時に配布することに

より、北上への観光客誘致へつながっていると考え

ております。 

 
 また、昨年からでございますが今まで廃棄してい

た二子いもの「頭芋」を流通させることにより、二

子いもの農家の皆さんにとっても、新しい収入につ

ながると考えています。芋頭を使っているのだから

安くなるのではないかというご指摘もありますが、

実は加工にかなりのコストがかかっております。 

1 キロあたり 800 円ぐらいの原材料になっています

ので、なかなか原価として安くならないのが現状で

ございます。 

 北上調理師会は、北上の新しい名物として「北上

コロッケ」の普及に取り組んでおります。これから

も地産地消運動や名物開発の推進等に力をいれてま

いります。また、今年度の5月に青森県で、北海道

東北 B－１グランプリがございます。それにもほぼ

参加することが決定しております。その際は、是非

順位を狙う為に皆様のお力をお借りできればと思っ

ています。実は去年の横手の東北大会で、前日は 5

位という評価を頂きましたが、2 日目になって岩手

町さんの方で市から大型バス2台の応援隊が入りま

した。6 位以内が発表だったのですが、それに入れ

なかったという経緯がございました。今回は岩手県

の北上市も頑張っているというところを見せるため

に、調理師会として張って行こうと思いますので一

つご協力のほど宜しくお願い致します。 

 また、北上調理師会という団体は昭和37年に設立

されまして、昭和47年に社団法人岩手県調理師会北

上支部ということで法人化しております。北上市内



で現在200名（内西和賀町50名ほど）の団体で、実

は会費でまかなっている団体でございます。我々は

利益事業ではなく、みんなボランティア状況でやっ

ております。 

その他に「萩の江学園」の訪問と、また各料理講

習会を開催しながら地域の皆さんと連携しながらや

っているところでございます。 

今後とも北上調理師会を応援して頂きたいと思

います。本日は本当にありがとうございました。 

 

 

○株式会社ケー・アイ・ケー  

「協働による地域づくり活動」 

 皆さんこんにちは。本日はありがとうございます。

本日は「農楽工楽クラブと一緒に地域に根づいた協

働活動」と題してご紹介させて頂きます。 

 
最初に私どもの会社を尐し紹介させて頂きます。

1992 年に設立されました。会社の名前の由来は、K

は関東自動車、I は石川工業、最後の K は株式会社

という意味もあるのですが、我々北上の地というこ

とで北上（市・川）といったイメージで付けており

ます。主な製品は車の足回り部品、モデル部品など

をつくっております。従業員は300人ちょっとの会

社です。 

 主な製品を紹介させて頂きますと、左側に車の絵

がございますが（スライド）岩手工場の各部社でつ

くっている車の部品がこの様にたくさんあります

（スライド）。その中身は、走る、停まる、曲がると

いう機能をもった、お客様に安心して乗って頂くた

めの重要ファームをたくさんつくらせて頂いていま

す。 

当社のＣＳＲの方針ですが、当社としての活動と

してはやはり信頼されるモノづくりの他さまざまあ

り、今回は地域社会への貢献ということで2009年ご

ろから本格的に力を入れて活動をしております。今

日は地域社会との共生というところに力を置いて活

動を紹介させて頂きます。 

 当社が設立されてから現在までの地域活動の歴史

ですが、特に2009年から協働ということを意識しな

がら活動をして参りました。こちらは（スライド）

2010年の活動人員をグラフにしたものですが、特に

緑色のところが協働ということを重視した活動にな

っております。この協働活動の中で、やはり農楽工

楽クラブさんの支援もあり継続できたと思っており

ます。現在では計画的に毎年、年中行事のように活

動できるようになっております。 

 こちらは（スライド）2009 年と 2010 年の参加人

員を比較をしたグラフですけども、やはり協働とい

うところに力を置いてやりまして、この様に 2010

年は参加人員が大きく増えています。こちら右にあ

りますのが（スライド）社内広報でありますが、今

まで参加してくれた人に感謝の気持ちを込めて、社

内に流しております。 

 
・活動紹介 

 それではこれから活動の中身を簡単にご紹介させ

て頂きます。まず始めに、黒岩地区との協働Ⅰとい

うことで、黒岩地区の皆さんと総勢60名で北上川の

清掃をしました。サイクリングロードや河川敷の清



掃をしました。 

次に黒岩地区との協働Ⅱは、黒岩地区さんで「水

車まつり」が毎年行われるのですが、ここに我々を

実行委員として加えて頂き、企画、計画までやりな

がら運営、後片付け、反省会まで地域の方とできた

のが良かったと思います。 

 
黒岩地区との協働Ⅲは「くろいわ芸・農まつり」

ということで、こちらも実行委員3名が参加し、準

備や運営等をやらせて頂きました。こちらの右の写

真は（スライド）当社で担当しました焼きそばので

店になっております。 

 
次は口内地区との協働Ⅰですが、りんごの摘花作

業、夏野菜の収穫を致しました。丁度真ん中にケー・

アイ・ケーの野菜畑をつくって頂きましたので、野

菜をたくさんつくらせて頂いております。そこで植

えるのも収穫するのも地域の方と協働で行っており

ます。 

次に口内地区との協働Ⅱは、当社は溶接の会社な

ので灯篭を自分たちでつくりまして、「浮牛城まつり」

で飾って頂きました。 

 
 口内地区との協働Ⅲは秋野菜の収穫ということで、

今度はケー・アイ・ケーの方で全部収穫して、地区

のセンターをお借りして芋の子汁を皆でつくって地

元の人に食べてい頂きました。全て設備は借り、料

理の仕方は地域のおばちゃんに教わりながら楽しく

行いました。 

 
 最後ですが、ケー・アイ・ケーの中で小さいなが

ら夏祭りを行っております。今度4回目になるので

すが、地元の方の太鼓、それから鬼剣舞、産直も来

て頂いています。来年の夏ごろに行いますので是非

皆さんお越し頂ければと思っております。 

 まとめですが、「人は、人に評価され、感謝され、

必要とされていることに幸せを感じる」と言われて

います。地域の暖かい声で「ありがとう」と言われ

ると更なる継続に繋がると思います。 

地域協働活動が、当社従業員の「人の役に立っ

た！やり遂げた！」という気持ちを産むことで人財

育成に大きく役立っていると思います。 



 北上市、農楽工楽クラブ様にいつも感謝しており

ます。本日は、本当にありがとうございました。ケ

ー・アイ・ケー社員一同でございました。ご清聴あ

りがとうございました。 

 

 

○有限会社柴田工務所  

「黒沢尻西小学校創立50周年記念中庭整備活動」 

 
 まずは中庭整備活動の発表をする前に、弊社を尐

しご紹介させて頂きたいと思っています。ご年配の

方々には「しばちょう」という屋号で親しまれて、

創業約100年営業をさせて頂いております。営業種

目と致しましては曳家という建物の移動工事という、

特殊工事を中心としてこれまで営業をさせて頂いて

おります。その他、基礎工事、該当工事、道路工事

等も行っております。従業員はたったの7人しかお

りません。7 名のうち１人以外は柴田の血を引く人

間で、完全にファミリー企業ということで、細くも

長く営業をさせて頂いております。小さいながらに

熱い志を持って頑張っている企業でございますので

宜しくお願い申し上げます。 

・活動紹介 

 それでは、中庭整備活動をご紹介させて頂きます。

今回活動のきっかけということで実際にこの様な状

況で、今回は黒沢尻西小学校の50周年記念事業と協

働でこの活動を始めさせて頂きました。当初実行委

員会の委員長と2人でこの現場に足を踏み入れまし

た。自分の母校でもございますので「非常に懐かし

いな」という思いの反面、非常にコンクリートが腐

食し、部分的に鉄筋がむき出しになっている状況、

そしてまたコンクリートは平板が割れていたり段差

になったりと、子どもたちが笑顔で駆けまわれる中

庭ではありませんでした。実行委員会の委員長に聞

くと、やはりここ数年は中庭に児童がまったく立ち

入ることができない状況になっていたそうです。 

 
 そのために実行委員会から要請がございまして、

二つ返事で快諾をさせて頂きました。スケジュール

につきましては、私もＰＴＡ会員の一員でございま

したので事業部会というところに配属をされまして、

6 月から 7 月ＰＴＡ会議、そしてまた実行委員会の

皆様で主に企画変更をさせて頂きました。7 月から

弊社作業員の方でバックホウやダンプを搬入させ、

解体作業をさせて頂きました。そしてこの8月に、

私たちが壊したコンクリートを搬出させる作業を教

員、ＰＴＡ会員等含め総勢100名近くの方にお集ま

り頂きながら活動をしました。 

 
 今回こちらの資料、スクリーンの方には記載はし

ておりませんが、株式会社スパット北上様にも大変



ご協力を頂きました。コンクリートから４ｔ車にし

て 10 台分を無償にて引き受け処分をして頂きまし

た。 

 
 続きまして9月に中庭ステージの壁の塗装という

ことで、こちらも八重樫建装さんという会社にご協

力頂きながら技術指導をして頂きました。そして10

月インターロッキングの敷設作業というところで、

こちらも吉田コンクリート工業株式会社様にありっ

たけのインターロッキングの材料を提供して頂いた

り、格安で株式会社モリキョウさんにもご協力頂き

ながら何とか500㎡ぐらいの敷設作業をさせて頂き

ました。 

 こちらが活動の写真となっております。誰が誰だ

か分からない写真です。 

 
非常に私の好きな写真でございます。この中に校

長先生、教頭先生、そして学校の教員、ＰＴＡ会員、

みんな写っています。先生方も皆ワイシャツを脱い

で、タオルを巻いて、共に汗を流し、すべては1つ

の目的のために向かって皆で活動をさせて頂きまし

た。その目的のすべては子どもたちが安心で安全で、

そして笑顔で駆けまわれるイメージをしながらやっ

てきたからこそ、このような活動ができたのかなと

思っております。 

 これが実際に完成した写真でございます。11月の

式典の前日にようやく仕上がったというところで、

皆様にはお披露目させて頂きました。今回このよう

な活動を通しまして、自分たちで出来なければどん

どん誰かに相談して、どんどん地域や地域の方々を

巻き込み、企業を巻き込みながらみんなでこのよう

な活動をすることが非常に大切なんだなと感じる事

ができました。 

 
 今後も弊社は尐ない人数ながらも一生懸命頑張り、

地域の皆さんと共に北上をどんどん盛り上げていけ

る様な活動をして参りたいと思っております。以上

でございます。ご清聴ありがとうございました。 

 

 

○トヨタ紡織東北株式会社  

「地域行事参加交流活動」 

 それでは当社の地域貢献活動について報告をさせ

て頂きます。まずは会社の概要について説明したい

と思います。 

当社は 1957 年に株式会社池田製作所、当時の横

浜工場というところで発足したのですが、その後社

名の方を関東シート製作所に変更しました。この頃

は、いわゆる神奈川県を主体として仕事をしてきた

経緯があります。北上の方に進出してきたのは1991

年 1月に工場の用地を取得しまして、その後3月に



工場を新設、1993 年 9 月には操業を開始しました。

2002年になりますと、本社そのものが北上市の方へ

移転しました。というところからお付き合いがあり

ます。あと、変化点と致しましては、トヨタ紡織株

式会社といのが当社の親会社になるのですが、その

資本参加がありました。あるいは、2009 年 10 月に

は完全に子会社となりまして社名の方もトヨタ紡織

東北株式会社に変更したという状況でございます。 

 
 生産拠点ですが、トヨタ紡織グループという言い

方をしていますが、日本国内において東海地区はト

ヨタ紡織本体が受け持っています。あとトヨタ紡織

九州、これは子会社が受け持ち、トヨタ紡織東北は

当社が担当することになっております。中身としま

しては本社北上工場があり、金ヶ崎の方には金ヶ崎

工場があります。先ほど申し上げた神奈川県の一部

拠点は4月から宮城の方に完全に移転しております。

この宮城工場につきましては今年の1月6日から操

業を開始したというできたての工場でございます。 

 また当社の製品ですが、関東自動車工業、岩手工

場、あるいはセントラル自動車で生産される全車種

の座席のシートやドアの内張り、センターピラーな

どの部品をつくっております。 

 まず地域貢献活動に対する考え方ですが、基本理

念にありますように、「よき企業市民として、社会や

環境との調和に積極的に取り組む」ということ。あ

るいは、トヨタ紡織グループ全体で定めた行動指針

なのですが、「会社や社員が社会への責任を果たすた

めの行動指針」ということで、積極的にこの方針に

基づいて行動しているという状況です。 

具体的には今年度の会社方針を受けて、私自身の

方針でもあるのですが、地域から信頼される存在感

のある企業という中で地域密着型の地道な活動を展

開していこうということ。あと、先ほどいいました

宮城県の新しくできた工場との関係もありまして、

森づくり活動をしています。この大きな2つの項目

について今年は活動をしていこうということで方針

を収めてみました。 

 目標につきましては、本日めでたく受賞というこ

とで叶いました。功績賞を受賞することができ、本

当にありがたく思っております。またトヨタ紡織関

係でいきますと、社会貢献賞も頂きたいと思ってお

ります。 

 今回の受賞対象活動とは尐し違いますが、全体で

どんな動きをしているかご説明します。こちらは（ス

ライド）2010 年の 1 月から 12 月に限ってですが、

まず2月にはハイチの大地震がございましたので募

金活動を展開しました。こちらはトヨタ紡織グルー

プ全体でも行いました。また5月には社名が変わっ

たため、旧制服をアフリカなどに衣料支援という形

でお送りしています。あと、7月、10月は森づくり

活動を行っています。新しい試みとしては9月に環

境協会さんの工場見学ツアーの受け入れを致しまし

た。ここでは24名の方に当社の工場の見学をして頂

きました。 

・活動紹介 

 
 それでは今回の受賞対象活動ですが、活動Ａの白

山神社例大祭の受入ということで平成8年から行っ

ております。約40名の方にお越しいただきまして、



食事やバスの提供をしました。地域の方には鬼剣舞

を踊って頂いたりもしました。 

活動Ｂにつきましては秋祭りの交流ということ

で、当社の敷地内で産直を開きました。地元の農家

の方にお越し頂いて野菜やお米の提供をしてもらい、

当社従業員が購入するというようなことをしました。

また、自社社員が模擬店をだし、焼きそばをつくり

食べて頂きました。 

続きまして、活動Ｃの白山の森保全活動というこ

とで、地元のみなさん方と当社従業員18名が機材を

持ち込んだ中で除草作業を行っております。これが

皆さんの写っている写真と、草刈りをしている写真

です。 

 最後の活動Ｄは、工場見学の受け入れということ

で、平成10年から続けて行っているのですが、昨年

は市内の小学生が「ものづくり探検隊」の一環とし

て工場を見学して頂きました。会社の概要を説明し

た中で意見交換なども行いました。 

 
 以上で説明は終わりますが、まだまだ十分な活動

をやっているとは思っていません。今回、他社さん

の色んな活動をみて大変感心を致しました。そのよ

うなところを参考にしながら今年以降、更に充実し

た社会貢献活動を行っていこうと思っていますので

宜しくお願い致します。以上で終わります。 

 

 

 

７．北上市の企業の地域貢献活動の特徴と 

今後の展望 

淺見 紀夫 氏 

 

アドバイスではなく感想を申し上げる程度にな

ると思います。企業活動が多いうえに、大規模な会

社がありますので、活動の内容が企業の業種によっ

て非常に特徴があるなと感心を致しました。私がい

るところは、回りに田んぼや林しかないので、そう

いう意味ではだいぶ感激させて頂きました。 

 最近、会社というのはＣＳＲとか地域貢献を意識

しておりまして、大変立派な活動をやっておられる

と思います。しかもそのような活動を長い間（中に

は6年とか）継続していることが素晴らしいと思い

ます。やはり我が社もそうなのですが、継続が一番

大事です。地域との信頼関係を結んでいくためには、

それなりの時間的な経過が必要であります。継続を

するときに一番大事なのが、身の丈に合ったと言い

ますか、やれる所からやって行きましょうという形

です。 

我が社のことをこの様な形で紹介するとなると、

とても大規模なことはあまり無く、小さなことしか

ありません。例えば、地域にある身障者の施設で雑

巾をつくっているので、フルールを集めて提供する

ようなことを相当な年数やっています。しかし、こ

のようなことをすることによって地域との結びつき

が強くなると思っております。そういう意味では、

非常に大掛かりな地域貢献が多くて私もビックリし

ております。 

また社員さんがメインで行っている活動では、信

金さんの野球部の方々による地域の尐年への野球指

導がありました。これはおそらく野球部の方々の発

案で始められたと思います。社員さん自身が考えて、

地域の方々から色んな評価を頂くということが一番

望ましい形ではないかと思っております。我が社で

も交通安全についての有志が集まり、地域の子ども

たちと話をしたり、ゲームをしたりしました。この

活動は全国で表彰して頂きました。内容は私も詳し

くは知らなかったのですが、このように継続してい



くことが大事なんだなと、表彰を通じて感じさせて

もらいました。 

私が個人的に感激いたしましたのは、やはり北上

コロッケです。食べ物ということもあるのですが、

今まで食べていなかった二子芋の頭芋を利用して活

用することは、大変立派な農商工連携です。調理師

会は三次産業ですから、一次産業でつくられた芋を

きちんと無駄なく使うということは農商工連携の一

番力強い所であります。例えば農産物にＡ級品とＢ

級品があるとすると、Ａ級品は売れるけど Ｂ級品が

売れません。そのとき、そのＢ級品をどのように活

用するかをさまざまな勉強会でも教えているのです

が、それをまさしく実行しているということで大変

感心させて頂きました。 

全体としては、とにかく会社の数が大変多くて

295 の活動に関わる方々が社会貢献のことで状況を

ご報告なさっているということが素晴らしいなと思

い感激するしかありません。 

このような活動を今後、行政の方で継続していけ

ば間違いなく地域の方々との関係というのは深い繋

がりになるのではないかと思っております。こちら

が私の今日の感想です。 

最後に勉強させて頂いたのが、行政側が企業訪問

を積極的に行っていくことです。我が社でも業種が

らみで、365日工場見学を可能にしていますが、「も

のづくり探検隊」というかたちで、中を見て頂くと

いうのがお客様にとって一番分かりやすいのではな

いかと思います。「百聞は一見にしかず」とあるよう

に話だけではなかなか分からない事も、中を見るこ

とで何をしているのか、何処に力を入れているのか

が分かります。 

 本日お聞きした活動に敬意を表して私の感想にさ

せて頂きたいと思います。今日受賞されました皆様

方、誠におめでとうございました。 

 



＜ふりかえりカードから＞ 

○講演について 

 地域の産業への貢献と企業経営か密着に結びつい

ており、更に県単位での広がりにつながっているこ

と、しっかりした経営理念に基づいていること、将

来の展望をしっかり見据えていることを感じました。 

 表彰について 

 企業が事業活動にとどまらず、たくさんの地域貢

献をしていることに感謝するとともに、その輪が大

きく広がっていく事を期待します。 

 

○はじめて参加しましたが企業の功績発表より、市

内で行われている活きのいい活動を知ることが出来

感激です。視野が広がりました。 

 まずは、本日の沿革を身近に周知・情報発信して

いきたいと思いました。 

 

○見失われてきた共に助け合って生きてきた社会が、

このフォーラムを通し共に支えあう芝生の芽が芽生

え３年目で根が張ってきたような気がします。人間

だけでなく生きるものすべての共生社会に向かって

いることをこの運動を通して実感しました。関係す

る皆さんに感謝と敬意を表します。今後ともよろし

くお願いします。 

 

○今年もこの地域献活動に参加して年ごとに出席者

が多くなっていることに多くの皆さんが感心を持っ

ていることにうれしく思いました。私達も多くの企

業や人達にふれあいながら地域を大切にし、又活性

化につなげていきたいと思います。 

 

○第３回目の表彰された団体に心からおめでとうと

申します。まだまだ実績を上げている団体で推薦さ

れないでいるものが埋もれているような気がします。

来年は心して推薦したいと考えています。 

 

○地域住民からのニーズが多様化する現在、行政の

みでは対応しきれないのが現状である。そんな中、

紹介された企業、団体の活動によりそれぞれが持つ

技術、設備を活かして大きな地域貢献ができるのだ

なと感じた。これからもこのような活動を推進すべ

く、表彰さらには何らかの形で援助していくことが

重要なのと思った。 

 

○各企業の地域貢献活動を知る事が出来て大変よか

った。企業が地域に入って活動する、社員が地元で

地域活動をするこの整合性が取れればもっと良いの

では。 

 

○各社の取り組み内容を知るよいきっかけとなった。

弊社（明治製菓株式会社）もCSR経営を標榜してい

るので、今後も地道ではあるが継続していきたいと

改めて感じました。 

 

○企業の貢献活動を知ることが出来とてもよかった

と思う。より多くの市民が参加してくれればいいと

思いました。スケジュールが予定と違っていた。 

 

○企業会社のモチベーションを発揮し、企業本来の

事業を推進に地域住民の財政基盤を確信するととも

に 一歩前進して企業の持つ技能、人材、時間を尽

くして北上市民へ貢献なさっていること感謝申し上

げます。 

 

○初めてまちづくりフォーラムに参加させて頂きま

した。他社の活動を聞きこれからも自社でどのよう

に活動していくか、会社に帰ってからみんなで考え

て今後に生かしていきたいと思います。 

 

○協働、他業種、接点の尐ないパートナーと接点を

さぐる。アイディアを出し合う。協力できる部分を

探り合う。小さな一歩から次の一歩へ。柴田工務所

さんの発表がよかった。どうなりたい、なりたい方

向へ仲間を巻き込む程。 

 

○この催しに多くの市民の参加を望みます。

 


